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境
の
制
約
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
で
効
果
の
あ
る
医
療

活
動
を
行
う
た
め
に
は
、
け
が
な

ど
の
重
症
度
に
応
じ
て
治
療
の
順

番
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ

の
順
位
が
適
切
で
な
い
と
、
助
か

る
人
で
も
助
け
ら
れ
な
く
な
る
可

能
性
が
で
て
き
ま
す
。

こ
の
治
療
の
順
位
決
め
を
ト
リ

ア
ー
ジ
と
い
い
ま
す
。

防
災
機
関
が
行
う
こ
の
よ
う
な

医
療
救
護
活
動
が
始
ま
る
ま
で
に

は
多
少
の
時
間
を
要
し
ま
す
。

こ
の
時
間
帯
ま
で
に
必
要
な
こ

と
は
、
ま
ず
自
分
自
身
が
け
が
な

ど
被
災
し
な
い
こ
と
で
あ
り
、
次

に
助
か
っ
た
被
災
者
は
お
互
い
に

助
け
合
う
こ
と
で
す
。
こ
の
自

助
・
互
助
の
活
動
が
多
く
の
生
命

を
救
い
ま
す
。

ま
た
病
院
や
医
療
救
護
所
で
の

活
動
が
開
始
さ
れ
て
も
生
命
に
関

わ
る
治
療
が
最
優
先
さ
れ
る
た

め
、
ト
リ
ア
ー
ジ
の
結
果
、
け
が

の
状
態
の
よ
っ
て
は
治
療
の
順
番

が
な
か
な
か
こ
な
い
可
能
性
も
あ

り
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
応
急
手

当
は
自
ら
行
う
こ
と
も
重
要
で

す
。
発
災
直
後
に
最
も
頼
れ
る
の

は
み
な
さ
ん
の
防
災
力
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
の
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
初

期
消
火
や
給
食
給
水
訓
練
と
と
も

に
、
救
助
工
具
を
使
用
し
た
救
出

救
助
訓
練
、
三
角
巾
を
使
用
し
た

応
急
手
当
や
人
形
を
使
用
し
た
心

肺
蘇
生
の
応
急
救
護
訓
練
な
ど
を

通
じ
、
防
災
力
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

応
急
救
護
方
法
は
、
震
災
時
に

限
ら
ず
日
常
生
活
で
も
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
身
に

付
け
て
お
き
た
い
技
術
で
す
。

災
害
発
生
現
場
や
病
院
、
医
療

救
護
所
な
ど
で
は
、
治
療
を
行
な

う
順
番
を
決
め
る
た
め
に
、
医
師

や
救
急
隊
員
な
ど
が
ト
リ
ア
ー
ジ

を
行
い
ま
す
。

私
た
ち
も
実
際
に
は
、
医
師
の

治
療
が
必
要
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
な
ど
、
私
た
ち
の
レ
ベ
ル
で
の

ト
リ
ア
ー
ジ
的
な
考
え
方
を
実
践

し
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

例
え
ば
、
日
常
生
活
で
転
ん
で

ひ
ざ
か
ら
出
血
し
た
時
、
み
な
さ

ん
は
ど
う
し
ま
す
か
。
す
ぐ
に
病

院
に
駆
け
込
み
ま
す
か
。
ま
ず
け

が
の
状
態
を
見
て
病
院
に
行
く
か

ど
う
か
判
断
す
る
で
し
ょ
う
。

医
師
な
ど
が
緊
急
時
に
行
う
ト

リ
ア
U

ジ
は
、
大
勢
の
負
傷
者
が

発
生
す
る
災
害
時
で
あ
れ
ば
あ
る

大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
円

滑
な
医
療
活
動
の
た
め
、
初
動
医

療
態
勢
と
し
て
保
健
医
療
拠
点
と

な
る
総
合
保
健
セ
ン
タ
U

に
医
師

大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
被

災
し
た
建
物
は
、
そ
の
後
の
余
震

な
ど
で
倒
壊
し
た
り
、
物
が
落
下

し
て
、
人
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
二
次

災
害
を
防
ぐ
た
め
、
被
災
後
す
ぐ

に
被
災
建
物
の
調
査
を
行
い
、
そ

の
建
物
が
使
用
で
き
る
か
ど
う
か

を
応
急
的
に
判
定
す
る
仕
組
み
が

応
急
危
険
度
判
定
制
度
で
す
。

判
定
は
、
専
門
知
識
を
も
つ
応

急
危
険
度
判
定
員
が
行
い
ま
す
。

応
急
危
険
度
判
定
員
は
、
都
道

府
県
が
認
め
た
建
築
技
術
者
で
、

在
住
地
ま
た
は
在
勤
地
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

三
鷹
市
で
は
、
７
月
４
日
、
市

内
在
住
・
在
勤
の
応
急
危
険
度
判

定
員
を
対
象
と
し
た
連
絡
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
三
鷹
市
で
活
動

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん

が
出
席
し
、
阪
神
・
淡
路
大
地
震

の
際
に
実
際
に
判
定
を
行
っ
た
判

定
員
の
体
験
談
や
、
今
後
の
取
り

組
み
方
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

※
判
定
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

（
４
面
参
照
）。

（１）自分の住んでいる地域の特性や危険性を調べ、対応を考
えておきましょう

（２）家の耐震診断と補強をしましょう
・家の耐震診断を受け、必要に応じて補強を行いましょう
・ブロック塀や看板などが落下・転倒しないように補強し
ましょう
・窓ガラスには、飛散防止フィルムなどを張りましょう

（３）家具が倒れないようにしましょう
阪神・淡路大震災でも、家具の転倒や落下によって多数
の人が負傷しました。震度５強以上になると、書棚の本
が落下したり、テレビ、タンスなどの重い家具が倒れる
可能性があります。家具類はＬ字型金具などで壁にしっ
かり固定しましょう。

地震による被害を少なくするためには、火災を発生させない
ことが重要です。そのためには、日ごろから小さな地震でも揺
れを感じたら「地震　火を消せ¿」と声をかけあい家族全員が
火を消す習慣を身につけましょう。
消火の備えとして消火器や三角バケツなどを準備しておき、

防災訓練などで使い方を覚えておきましょう。万が一、出火し
た場合には、隣近所に協力を求めみんなで消し止めましょう。
地震時の消火には３つのチャンスがあります。
◇チャンス１（揺れを感じたとき）

『グラッ』ときた時、その数秒の瞬間をとらえ、使っている
ガスの火などを消しましょう。
◇チャンス２（揺れがおさまったとき）

大きな揺れの時は、まず机の下などに身を隠して、揺れがお
さまってから消しましょう。
◇チャンス３（出火したとき）

もし、出火しても１～２分程度ではあまり燃え広がってはい
ないので、手近にある消火器具などで十分に消すことができ
ます。消火器で消せる範囲は、天井に火が燃え移るまでが限
界です。 ≥三鷹消防署予防課ò47―0119内線521

〈参加機関〉

駅前地区自主防災連

合会、三鷹駅周辺住

民協議会、警察署、

消防署、消防団、医

師会、三鷹市

〈訓練項目〉

出火防止、初期消火、可

搬ポンプ運用、避難誘導、

消防活動、救出救助、応

急救護、医療救護、本部

設置運営、給食給水、情

報通信、災害弱者対策

三鷹駅前

センター

三鷹駅前
コミュニティ
センター

法専寺
産業
プラザ

連雀通り

三鷹駅

三小

四
中

三
鷹
通
り

三
鷹
駅
前
中
央
通
り

〈参加機関〉

三鷹市井の頭地区住

民協議会、消防署、

消防団、医師会、日

赤奉仕団、三鷹市

〈訓練項目〉

出火防止、初期消火、可

搬ポンプ運用、避難誘導、

消防活動、救出救助、応

急救護、医療救護、本部

設置運営、給食給水

五小

井の頭橋

新橋
三鷹
台駅

井の頭
センター分館

井の頭

センター本館

明星学園

五小

井の頭池

井の頭公園通り

三鷹
台駅

井の頭橋

井の頭コミュニティ
センター分館

井の頭
コミュニティ
センター本館

新橋

明星学園吉
祥
寺
通

り

〈参加機関〉

大沢地域防災対策本

部、大沢住民協議会、

警察署、消防署、消

防団、日赤奉仕団、

三鷹市

〈訓練項目〉

出火防止、初期消火、煙

体験、可搬ポンプ運用、

避難誘導、消防活動、救

出救助、応急救護、本部

設置運営、給食給水

大沢コミュニ

人見街道
大沢八幡
神社

東八道路

七中

羽沢小

国立
天文台

大沢台小

野川

大沢コミュニ
ティセンター

天
文
台
通
り

日　時：9月1日À 午前9時～正午
会　場：三鷹駅前中央通りほか

日　時：9月1日À 午前9時30分～午後1時
会　場：井の頭コミュニティセンター本館

日　時：9月2日Ã 午前10時～正午
会　場：第七中学校

１.わが家の安全点検をしよう

住むまちを みんなで守る 地域の輪

－8/30～9/5は防災週間です－

２.火災を出さないために

駅　前　地　区

井の頭　地　区

大　沢　地　区

大
災
害
時
に
は
多
数
の
け
が

人
が
発
生
し
救
護
所
に
担
ぎ
込

ま
れ
ま
す
が
、
医
師
や
救
急
隊

は
そ
の
重
症
度
に
応
じ
て
治
療

の
優
先
度
を
決
め
る
方
法
＝
ト

リ
ア
U

ジ
を
実
施
し

ま
す
。

こ
の
ト
リ
ア
U

ジ

と
い
う
方
法
は
、
ヨ
U

ロ
ッ
パ

の
長
い
戦
い
の
歴
史
の
中
で
、

戦
場
救
護
所
で
い
か
に
早
く
、

有
効
な
治
療
を
実
施
す
る
か
の

手
法
と
し
て
発
達
し
ま
し
た

が
、
日
本
で
も
近
年
の
飛
行
機

事
故
や
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
の
教
訓
と
し
て
、
そ
の
重
要

性
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

ト
リ
ア
U

ジ
の
具
体
的
な
進

め
方
は
、
次
々
と
担
ぎ
込
ま
れ

る
け
が
人
に
医
師
な
ど
は
、
赤

（
重
症
）
、
黄
（
中
等
症
）
、
緑

（
軽
症
）、
黒
（
死
亡
）
の
４
色

に
区
分
さ
れ
た
ト
リ
ア
U

ジ
・

タ
ッ
グ
と
呼
ば
れ
る
カ
U

ド
を

目
立
つ
よ
う
に
付
け
て
選
別

し
、
優
先
度
に
応
じ

た
治
療
を
行
う
も
の

で
す
。

ト
リ
ア
U

ジ
が
有
効
に
機
能

す
る
に
は
、
患
者
自
身
や
周
囲

の
人
々
の
理
解
と
協
力
が
欠
か

せ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
現
場
で
の
ト
リ
ア
ー
ジ
の
進
め
方

大
規
模
な
震
災
な
ど
が
起
き
た
場
合
、
家
屋
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、
窓
ガ
ラ
ス
の
落
下
、
火
災
、
パ
ニ

ッ
ク
な
ど
に
よ
り
、
通
常
の
医
療
機
関
な
ど
の
受
入
能
力
を
大
き
く
超
え
た
多
数
の
負
傷
者
が
発
生
す
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

医
療
救
護
は
、
直
接
人
命
に
関
わ
り
迅
速
な
活
動
が
要
求
さ
れ
る
た
め
、
市
は
、
初
動
医
療
体
制
を
早
急

に
確
立
す
る
と
と
も
に
防
災
各
機
関
と
密
接
な
連
携
を
取
り
な
が
ら
被
災
者
の
救
護
を
行
い
ま
す
。

総
合
防
災
訓
練
で
は
、
災
害
時
特
有
の
医
療
救
護
に
つ
い
て
防
災
機
関
の
実
践
的
訓
練
と
と
も
に
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
医
療
救
護
訓
練
へ
の
参
加
、
実
施
態
勢
の
検
証
な
ど
を
通
じ
、
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
総
合
防
災
訓
練
を
通
じ
、
災
害
時
の
医
療
態
勢
や
自
分
た
ち
で
で
き
る
応
急
救
護
の

方
法
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ほ
ど
重
要
と
な
り
ま
す
。

今
度
の
９
月
１
日
À
に
実
施
す

る
各
地
区
の
総
合
防
災
訓
練
で

は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
を
中
心
と
し
た

医
療
救
護
訓
練
が
行
わ
れ
る
の

で
、
地
元
の
お
医
者
さ
ん
か
ら
く

わ
し
い
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

み
な
さ
ん
も
お
近
く
の
訓
練
会

場
に
足
を
運
び
、
災
害
時
の
医
療

救
護
な
ど
各
種
訓
練
に
参
加
し
、

体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

会
役
員
な
ど
が
参
集
し
、
災
害
医

療
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
本
部
を
中
心
に
、

医
師
会
医
療
救
護
班
や
消
防
署
救

急
隊
な
ど
が
活
動
し
、
市
内
に
は

必
要
時
に
応
じ
、
複
数
の
医
療
救

護
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

ま
た
医
療
拠
点
で
あ
る
市
内
10

病
院
は
、
準
備
が
出
来
次
第
、
順

次
医
療
拠
点
と
し
て
の
活
動
を
開

始
し
ま
す
。

し
か
し
医
療
活
動
を
行
う
病
院

や
救
護
所
で
は
負
傷
者
が
集
中

し
、
医
薬
品
や
時
間
な
ど
医
療
環

災
害
時
の

医
療
態
勢
は
？

市
民
の
力
で

応
急
救
護
を

ト
リ
ア
ー
ジ
を

学
び
ま
し
ょ
う

応
急
危
険
度
判
定
員

連
絡
会
開
催
さ
れ
る


